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数理的思考を活用した歴史授業
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a集落の人口はい くらか｡(導入で得 られた,-住居 -14-･5人 という居住人数を用い
る｡)





100,000nf + 100̂ - 1,000nf
つまり, 1人あた り1,000nfという数値が得 られる｡ b集落は25,000nfなので,
25,000nf ÷ 1,000nf - 25人
25人 ■÷5人 - 5軒
IA地域には,a集落 と同時期同規模の集落が 3つ,a集落より半分程度の規模わ集落が
7つ,そしてb集落があったとすれば,A地域の人口および住居数はいくらになるか｡･
解答例) 100人 (a集落の人口) × 3 - 300人･･.･-･･.･･.① r
50人 (a集落の半分の規模) × 7 -A350人･･･②
25人 (b集落の人口) × 1 - 25人 --･･--③
(D + ② + (参 - 675人 (A地域の人口)







･水稲耕作の開始 (生産経済の始まり)- 余剰生産物 - 貧富の差 (階級差 ･身分差)
の発生 - 争いの時代






日 時 :2002年12月18日 (水) 4校時 (ll:50-12:40)
場 所 :長崎県立諌早東高等学校 2年 3組教室
対 象 :第 2学年 3組月 本史選択者 (男子 8名 女子11名 計19名)
指導教諭 :山 下 英 明


























過程 発問および指示 資 料 学習活動 引き出したい知識
導入 ･現在の日本 .長崎 人口について興味 日本一1億 2千万人県 .森山町の人口人口はどの ･関心をもつo現在の人口集計方 長崎- ,506,440森山 257国勢調査や住民票など
ようにしてわかる 法について考え 行政による把握がおこ
のかo るo なわれているo
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展開1 ･戸籍が作られるよ 学習プリント竪穴住居の縮 既習事項の復習 646年の改新の詔によ
うになうたのはい 学習プリントに記 る戸籍作成
つ頃かb･文字記録のない時 入し発表する古代の人口につい 670年の庚午年籍り作成遺跡q)発掘などによっ
代 (旧石器 .縄文 .弥生)の人口はどのようにしてわかるのか01古代 集落 .集団 て疑問を持つ教科書で調べて発 て推定されているo旧石器-10人前後
.内め人数はどの程 表するo居住人数の仮説を 縄文-20-30人度かo◎過去の人口を推計してみよう〇･縄文 .弥生時代の 弥生 戸遺跡内の竪穴住居の規
住居はどんな住居 小図面と縮小 立てるo学習プリントによ 模から推定 (仮説を立
か,また, I粁に何人住んでいたと思うか〇･居住人数の仮説を 人形竪穴住居の実物大平面模型擬似推計用学 てた根拠の考察)(推計方法の把握)住居面積からの推定,もとに,集落 .地域の 口を推計してみよう〇竪穴 居居住人数 習プリント ･り人口推計をおこない発表する自分が立てた仮説
の仮説の根拠は何かo の根拠を説明するo 現在q)家族構成など
展開2 ◎古代の人口変動表 人口変動表人 資料を読みとり, 縄文早～後期の人口増から読みとれるこ 口変動模式図気候 発表する 晩期の人口減とは何か〇･縄文時代早～後期 弥生時代 増気温の上昇,食料獲得
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展開2 ･縄文晩期に人口が 気候変動表 資料を読みとり,. 気候の冷涼化による植
激減したのはなぜ 人口密度表平均寿命 発表する資料を用い考察 生の変化,特に人口密 .かo･弥生時代 人口増 度 高か′つた東 日本の人口減 (資料を用い,解答を促す)稲作の開始,大陸文化
加の原因は何かo 米収穫量 し,発表するo の受容による技術の発達などo
終結 ◎水稲耕作が開始さ 弥生の墓の達 弥生社会の特徴を 身分の差が生まれたo
れ,人口の増えた いを表す図, 縄文時代 と比較 し 農耕社会の成立 ととも
















弥生時代になって激増する様子がわかる｡(出典 :小山修三 ｢狩猟採集時代の生活 と心性｣















居住人数 _--EMムラ人口 ■Ⅰムラ軒数 Ⅰムラ人口 ,N地域軒数 N地域人口
4人 8b. 80 320 660 2640
5人 100 80 400 660 3300
6人 120 80, 480, 660 3960
7人 .140 80 ◆560 660 ･4620
8人 ー .160 ･革6 640 660 5280



















内容から, 1軒の居住人数を計算｡ 6軒 :30人-1軒 :Ⅹ人 (2名)
06人と推定 (3名)
･住居の広さから6人が適当である｡
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･柱と柱の間の空間が6ヶ所あって,そこに一人ずつO(2名)
07人と推定 (3名)
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